
２０２３年６月６日（火）
紙製容器包装リサイクル推進協議会



２０２２年度 技術委員会の主な活動

紙製容器包装の排出量・回収量に係わる調査

１．組成分析・市区ヒアリング調査
１）組成分析調査

・「紙製容器包装」分類の組成分析調査（容リルート）

２）ヒアリング；佐倉市、立川市、名古屋市

３）紙製容器包装の軽量化実態調査

２．マテリアルフロー（２０２１年度実績）の
   作成



紙製容器包装の回収率の出し方

紙製容器包装の  ＝
回収率

紙製容器包装の回収量（B）

全国の家庭から排出される
紙製容器包装の総量（A）

Ｂ 紙製容器包装の回収量 ＝ 各分類の回収量（D）
 × 各分類における紙製容器包装の構成比（C）

Ａ 全国の家庭から排出される紙製容器包装の総量
： 産構審で発表される業種全体の「排出見込量」

（各分類：｢紙製容器包装｣「雑がみ」「雑誌・雑がみ」｢古紙｣）

Ｃ 各回収分類における紙製容器包装の
構成比調査 ： 組成分析調査

Ｄ 各分類の回収量：アンケート調査（総務委員会） 



「紙製容器包装」分類の組成分析調査（容リルート）

２０２２年度は、定点観測している「名古屋市」を４年ぶりに
調査

■調査対象物
容器包装リサイクルルートで市中から回収された選別前の
「紙製容器包装」分類回収物

■調査地

「紙製容器包装」分類の組成分析調査（容リルート）

➢目的

容リルートでは、紙識別マークが付いている紙製容器包装が全て

回収収対象となっている。紙箱、紙袋、包装紙、液体紙容器、紙

カップ等の個別の構成比等、詳細な調査を事を目的としている。



名古屋市「紙製容器包装」組成分析（容リルート）

紙製容器包装 67.6％
（65.5％）

「紙製容器包装」分類
収集物全体の構成比

一般古紙
（新聞・雑誌・雑がみ）

段ボール

不適合物

20.4％
（13.3％）

6.7％
（11.9％）

1.0％
（ 2.0％）

紙パック 4.3％
（ 7.3％）

市中から回収された

「紙製容器包装」分類中の

「紙製容器包装」の構成比は

67.6％ （前回65.5％）

（ ）内は前回；2019年実施

・調査日：２０２３年３月1０日

・場所：名古屋市

・調査対象：「紙製容器包装」
分類回収物



「紙製容器包装」中の各容器包装の構成比

紙単体
（紙箱、紙袋、包装紙、
マルチパックなど）

複合品
（液体紙容器、紙カップ、

金銀箱など）

87.0％

13.0％

紙製容器包装中の構成比

紙製容器包装中の比率

① 紙箱（単体） 64.1%

② 紙袋（単体） 8.7％

③ ティッシュボックス 7.7％

④ 紙カップ・紙トレイ 4.3％

⑤ マルチパック 4.2%

⑥ 飲料用容器（ＡＬ付） 3.7％

⑦ 包装紙 1.8％

⑧ その他

複合素材箱（洗剤、金銀、プラ貼）5.1％



➢紙製容器包装（紙単体＋複合品）の構成比

２０２２年度：６７．６％
 （2003～2017年度の平均値：６４．１％）

複合品紙単体品 段ボール 紙パック 一般古紙 不適合品

名古屋市容リルート 構成比経年変化



各分類中の紙製容器包装の構成比

• 「雑誌・雑がみ」分類と「雑がみ」分類中の構成比は下表
の数値を使用

• 各分類における紙製容器包装の構成比は数ヶ所の組成
分析調査結果の平均値

項目
紙製容器包装
構成比平均値

構成比適応年度 調査自治体 調査時期

雑誌・雑がみ
１２．９％
（９市平均）

2017年度 ９市（東京、千葉、埼玉、四国
九州）

2010～2015年度

雑がみ
４０．４％
（５市平均）

2017年度 ５市（神奈川、静岡、北海道） 2006～2014年度

雑誌・雑がみ
１０．５％
（５市平均）

2010年度
５市（東京、神奈川、千葉、埼玉、

宮城）
2009～2010年度

雑がみ
４２．８％
（５市平均）

2010年度 ５市（神奈川、千葉、山形、静岡） 2008～2010年度

行政収集

集団回収



■ 調査結果

市区ヒアリング調査

Ｓ市（千葉県） Ｔ市（東京都） Ｎ市（愛知県）

回収方式 容リルート 古紙ルート 容リルート

分類名 「紙製容器包装」 「雑誌・本・雑がみ」 「紙製容器包装」

混合回収量 行政 ４０５ｔ
行政 ２,７４８ｔ
集団  ８１３ｔ

行政 ８,２８８ｔ

分別収集

分別対象 紙製容器包装 雑誌・雑がみ 紙製容器包装

対象外

汚れがひどいもの、においが
ついたものは「もやせるご
み」へ

臭いがついた紙、汚れている紙、
防水加工された紙、写真感熱
紙・カーボン紙などは、「燃や
せるごみ」へ

食品残渣が残ったもの、和紙、感熱紙、カーボン
紙、圧着はがき、シール・ガムテープ、写真、紙
コップ（コップ事態を製品として購入したもの）

排出方法

識別マークを明記し、「紙製
容器包装」として指定のごみ
収集袋に入れて集積所へ出す。

識別マークで分類せず、雑誌や
本に挟んで紐で束ねるか、紙袋
にいれてまとめて出す。

識別マークを明記し「紙製容器包装」として指定
袋で資源ステーションに出す。「紙パック」は回
収BOX、その他紙類はリサイクルステーションや
集団回収に出す。

識別ﾏｰｸ
関連意見
交換・他

紙製容器包
装の回収の

取組

古紙業者がパッカー車で収集
している（落札と保管の業者
が異っている）。他の紙類
（「古紙」、「段ボール」、
「紙パック」）は集団回収で
集めている。

行政収集はパッカー車にて戸別
回収して、仕分けはせず直接業
者に引き渡たす。集団回収は約
２５０～３００の団体が登録し
ている。

「名古屋リサイクル協同組合」の元、組会員受で
分担し、資源ステーションで週1回収集する。
実証実験の結果、２０２３年４月から「紙製容器
包装」と「雑がみ」を混合回収。年間2,500ｔの
回収量増を見込むが、「雑がみ」混合後の分別に
懸念がある。

区別表示設
定に対する
意見、その
他の課題等

「紙製容器包装」で長年収集
しており、ここ数年も安定し
て４００ｔの回収量があり、
市民からも「容リルート」で
の信頼が得られているので、
引き続き継続する意向である。

現在の回収ルート・システムが
有効に機能しており「容リルー
ト」の活用は検討していない。
プラスチックの混合回収に向け、
現在処理工場を改装しており、
２０２５年より導入予定。

従来の「紙製容器包装」回収システムを使いつつ、
雑がみと混合して回収する。
２０２４年４月よりプラ容器包装と製品プラを一
括収集する。



紙製容器包装の軽量化実態調査

紙製容器包装の軽量化実態調査（原単位）

➢目的

紙製容器包装では具体的な取り組み効果が見え

にくく、原単位を設定すべきとの指摘があります。

本調査では過去２度に渡る紙器製造に使用される

コートボールの坪量軽量化の実態調査に続いて、

２０１８年度及び２０２０年度を新たに調査しました。



紙製容器包装の軽量化実態調査

紙製容器包装の軽量化実態調査（原単位）

■調査結果

・ 2020年度の平均坪量は、2004年度比で３．５％減少した。

・ 坪量毎の使用率では、経時的に400g/㎡は減少したのに

 反して、３５０g/㎡、３１０g/㎡は増加傾向にありました。

 特に３１０g/㎡は急激に増加していました。

・ これらの結果より全体的には、標準規格が坪量の大きい

 紙から小さい紙へ移行していると推測されます。



紙製容器包装の軽量化実態調査



紙製容器包装の軽量化実態調査



マテリアルフローの作成

紙製容器包装の排出量と
回収量を把握し、その他の
データと組み合わせて、紙製
容器包装のマテリアルフロー
（２０２１年度実績）を作成。



技術委員会
２０２２年度活動報告

完

総務

③◎　2023年度総会2022年度総務委員会（投影版).ppt
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